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１．派遣国・場所（〇〇国、〇〇地域） 

東京、丸の内 

２．研究課題名（〇〇の調査、および〇〇での実験） 

丸の内キッズジャンボリーへの参加 

３．派遣期間（本邦出発から帰国まで） 

平成 30年 8月 14日 ～ 平成 30年 8月 15日 （2日間） 

４．主な受入機関及び受入研究者（〇〇大学〇〇研究所、○○博士／〇〇動物園、キュレーター、○○氏） 

東京国際フォーラム 

５．所期の目的の遂行状況及び成果（研究内容、調査等実施の状況とその成果：長さ自由） 
写真（必ず 1枚以上挿入すること。広報資料のため公開可のもの）の説明は、個々の写真の直下に入れること。 

別途、英語の報告書を作成すること。これは簡約版で短くてけっこうです。 

 
2018年８月１４日（火） 
丸の内キッズジャンボリーへ参加 
10：00  オープン 
今回日本モンキーセンター（以後 JMC と記載）のブースでは見た目の特徴
から種名をあてるクイズ、毛皮の展示、ヒト・ゴリラ・チンパンジーの骨
格レプリカの展示などをおこなった。特に参加者の目をひいたのが毛皮を
直に触れることであったようだ。私自身が JMC でキツネザルを担当してい
ることもあり、ワオキツネザルの毛皮や生態の説明に力が入った。他のブ
ースではサルの嗅覚、味覚やチンパンジーの個体識別、骨パズル、フンの
展示などがありスタンプラリー形式でブースをまわるという形であった。 
一日参加してみると、ブースによって子どもに人気の高いブース、大人

が滞在する時間が多いブース、親子で参加できるブースなど様々であった。
何より人気の高かったのが動物のフンを触れるブースだ。年代関係なく常
に賑わっていた印象だ。小学生はもちろんのこと、説明の理解が難しい３
歳前後の子どももフンにくぎ付けであった。それだけでなく大人も最初は
躊躇するものの、最後は子どもと一緒に触る姿が何度もあった。今回参加してどのブースも参加者の滞在時
間を偏りなく平均的に伸ばす、参加者の年齢層に即座に対応できるブースづくりが今後このイベントへの課
題になるのではと考えた。 

JMC ではこの出張を活かし、今後のイベント、展示企画する際は年代問わず参加できるものを考え、実践
していけたらと考えている。今回のイベント参加は今後の活動に向けて大変参考となった。また自分自身 JMC
へ入社してから初めて外部イベントへの参加であった。年代に考慮した説明の仕方、話し方ひとつが難しく
感じた。今後の自身への課題としたい。 

イベント期間中は夏休み、お盆期間ということもあり東京都内だけでなく、地方からこのイベントへの参
加を目的に来られた方も何組かいた。その中でも三重県から来られた家族や名古屋が地元という方も中には
いらして「日本モンキーセンター知っているよ。」と言われるとうれしくなった。しかし、詳しく話を伺うと
「何十年と行っていない」、「行ったことがない」という方ばかりであった。また関東圏の JMC の知名度はか
なり低く感じた。教育普及の難しさはもちろんそれに加え、JMC の知名度の向上、今後 JMC 認知からどう来
園へつなげられるかも大きな課題と感じた。 

 
 
2018年 8月 15日（水） 
一般財団法人 進化生物学研究所へキツネザルの見学 
当日は宗近先生にご案内していただけた。 
最終的な見学目的は JMC で飼育されているキツネザルの飼育環境の向上のために他施設を見学させていただ
くことであった。 
特に JMCとの差を感じた点 
・1頭あたりの飼育面積が格段に広いこと 
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・温室のため季節に関係なく温度の管理がわりかししやすいこと 
・エサの品目が常に豊富であること 
その中でもすぐにでも実践できることとして、エサ
品目の向上があげられる。進化生物学研究所は近所
に高級住宅街が多く存在するためスーパーからの端
野菜で高級マンゴーや珍しい野菜、種類も多く頂け
るということだ。JMC でも安定的にエサ品目を増や
せるよう、金銭面も考慮しつつ、エサ品目の見直し
を飼料班の方と現在相談している最中である。 
 最後に私自身の今後の研究についても宗近先生か
らアドバイスをいただくことができた。今回の訪問
で今後のキツネザルの飼育環境の向上や研究するに
あたりとても有意義な訪問となった。 
 
 
 

このような機会を与えてくださった松沢所長をはじめ、今回の研修でお世話になったすべての皆様に感謝申
しあげます。ありがとうございました。 
 
 
 
 

６．その他（特記事項など） 
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